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平成２９年第５回各務原市議会が１１月３０日(木)から１２月２２日(金)まで開催されま

したので、その概要について報告します。 
 

１ 平成２９年度一般会計補正予算 
  普通交付税額の決定や障がい児通所支援事業費の増額、航空宇宙博物館敷地内の借地

の取得、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）用受信機の更新などのため、約１０億円

を増額補正しました。 
 
２ 参考情報 
（１）平成２９年度から介護予防・日常生活支援総合事業が本格的に開始され、介護認定

を受けた方だけでなく、基本チェックリストにより生活機能の低下がみられた方も介

護予防・生活支援サービスが受けられるようになりました。 
（２）航空宇宙博物館は、平成３０年３月２４日に、戦闘機「飛燕」の実機や戦闘機「零

戦」の模型が展示されるだけでなく、練習機Ｔ－４や小型旅客機の疑似操縦体験がで

きるシミュレーターが稼働します。 
また、宇宙実験棟「きぼう」や惑星探査衛星「はやぶさ」の模型なども展示され、臨場

感あふれる宇宙の疑似体験ができるシアターも設置されます。 
（３）新庁舎は、現在の市役所の建物の南側部分に建設予定で、現在の市民課や玄関の部

分を先に解体し新庁舎を建設します。 
  新庁舎は、航空法により高さが制限され、地下１階地上６階の高層棟と地上２階の低

層棟が建設されます。 
  建設中も現状通り業務を行い、完成後、現在の庁舎を解体し、跡地を駐車場にします。 
   
３ スパークの一般質問 
（１）各務原市教育センター（ステップ）の現状と課題について 
問：相談部門及び研修部門の実施状況は。 
答：相談部門では、７月の開所から１１月末までの相談件数が延べ６６９件あり、相談対 
  象の６割が小学生、３割が中学生に関する相談で、発達や不登校に関わる内容が多く 

ありました。 
  研修部門では、教職員を対象に、学校とセンターを会場とする研修を計画し、学校を 
  会場とする研修では６名の指導講師が各学校へでかけ授業を参観して指導しました。 

センターで実施する研修には夏季研修、トワイライト研修（平日の夕方５時半から１時 
間半程度の研修）、管理職研修などがあり、延べ１３７人の教職員が参加しました。 



問：相談部門及び研修部門に対する市民の反応は。 
答：相談件数は、毎月、増加しており、「ステップ」が相談機関として市民からの期待を受 

けニーズが高まっていることを示しています。 
研修部門では、親子向け・保護者向け講座の人気が高く、「とても良かった」「良かった」 
とアンケートに答えた方が９４％がいました。 
来年もぜひ同じ講座を開いてほしい」という要望もありました。 

問：気づいたことや課題並びに対処方針は。 
答：保護者の子育てについての悩みの中で、発達や不登校の悩みが７割を超え、複雑化し

ていることがわかりました。 
複雑な相談にはワンストップで応じていますが、今後、臨床心理士や発達支援員による

継続相談や、適切な機関へとつないでいくことを考えています。 
研修部門では、平成３２年度より実施される新学習指導要領の趣旨を踏まえた授業改

善に重点を置いた研修内容の充実を図っていきます。 
（２）移住定住総合窓口の現状と課題について 
問：移住定住総合窓口で発信している情報や相談内容並びに訪れる人の状況は。 
答：市の魅力をはじめ、まちの住環境、教育環境、子育て支援策など、幅広い分野の情報 

を総合的に発信しています。 
相談を受けている内容は、住まいに関する相談が９割、仕事に関する相談が１割です。 
７月から１１月末までの間に１,９２９人の方が訪れ、内１３５人が相談されました。 
県外からの移住相談では、まず「賃貸」を探すことが多く、市内の方は「賃貸」から「戸 
建て」という定住に向けた相談が多くありました。 
相談の仕事の形態は、一般的就労が約５割、起業を検討されている方が約５割でした。 
窓口設置の成果としては、５世帯８名の方が移住され、「このような窓口が大型商業施 
設内に開設されており利用しやすい」と好評です。 

問：気づいたことや見えてきた課題並びに来年度以降の展望は。 
答：移住の前提として、まちに魅力があることがとても重要であることがわかりました。 
  教育・子育て施策の充実だけでなく、ライフスタイルの提案など、暮らしを豊かにす 

るプラスワンが求められていることがわかりました。 
取り組んだ内容や窓口で収集した情報を分析・検証し、移住者ニーズを把握し、今後の 
施策に反映させたいと考えています。 
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第 20 回市政報告会 
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